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＜今年の漢字は戦＞ 
 2022年も残すところ10日を切りました。年齢と共に

時間の経過が早く感じるのはなぜでしょうか。「チコちゃ

んに叱られる」でやっていたような気がしますが、それ

さえもすでに忘却の彼方に、という感じです。困ったも

んです。「昔のことは覚えているのに最近のことはすぐ忘

れる。」そんなものかと感じていましたが、確かにこの言

葉を実感する今日この頃です。 
さて、恒例の今年の漢字に選ばれたのは、「戦」でした。

ウクライナ侵攻や物価高との戦い、直近のワールドカッ

プの熱戦も選ばれた理由でしょう。思い出した、今年は

冬季オリンピックも開催され、岩手県出身者も大活躍で

したね。それにしても「戦」という字は、なんとなくネ

ガティブなイメージが付きまといます。それじゃあ自分

にとっての漢字は何だったのかと自問しても、ピンとく

るものがなかなか浮かんできません。そうだ、「成」はど

うでしょう。民法の改正で、成人年齢が 18 歳に引き下

げられました。本校の3年生諸君も成人を迎えた人が多

いはず、大人への自覚はありますか。「成人とは、心身と

もに成長して、一人前の人間になること」と辞書に載っ

ています。高校というステージがその通過点となります。 
 そんな意識を少しは持ちたいものです。 

 

＜金融講座＞ 
 12月6 日と13 日に、3年生を対象に北日本銀行創立

80周年記念共催講座として金融講座が行われました。 
セクション1として、まず北日本銀行頭取の石塚様よ

り、「金融の仕組みと銀行の役割について」というタイト

ルで、高校生が当事者意識を持ちにくい「金融」につい

て、その仕組みと銀行（金融機関）の役割、自分たちの

生活や社会との関わりについて学びました。 
セクション 2 では、「自分の将来とお金の話」という

タイトルで、野村ホールディングス株式会社の柏崎様か

ら、充実した人生を送るために、将来のライフプランを

考え、その実現に向けて準備することの大切さ、そして

生活設計と資産形成に必要な基礎知識を学びました。 
自立・安心・豊かな生活を送るためには金融リテラシ

ーを身に付けること。お金の価値は信用で成り立ってい

て、信用がなければただの紙切れである。石塚様からは、

ポジティブ（仲間を応援する心）、あきらめない、読書と

会話の3つを大事にしてほしいというメッセージをもら

いました。柏崎様からは、高校生になるまでに親がどれ

くらいお金が必要だったか知ってほしい、そして親に感

謝の気持ちを伝えてほしい、という言葉がありました。

生徒からは、「成人年齢が18歳となり、自分でお金の管

理をしなければならないと改めて認識した。」といった感

想がありました。

＜礼を正す＞ 
 



＜嬉しいニュース２つ＞ 
 1つ目は阿部銀蔵先生が文部科学大臣表彰を受賞され

たニュースです。文部科学省では、学校教育の振興に関

し特に功績顕著な教育者の功労をたたえ、「教育者表彰

（文部科学大臣表彰）」を行っています。今回は阿部先生

の長年の本校における教育業績を称えてのものです。皆

さんで祝福したいと思います。 
 2つ目は年明けに行われる箱根駅伝に、遂に本校卒業

生の雄姿が見られそうだという、これまた素晴らしいニ

ュースです。平成国際大学2年の佐藤碧さん（令和3年

3月卒業）が、第99回東京箱根間往復大学駅伝競走関東

学生連合チームの一員に名を連ねました。10月に行われ

た予選会で、惜しくも大学としての予選突破はなりませ

んでしたが、個人記録で選考されました。当日アクシデ

ント等がなければ彼の雄姿が見られるはずです。2日、3
日はテレビに釘付けです！ 
 
 

 

 

＜今年の一冊・今年の一本＞ 
今年はウィズコロナで様々なイベントも感染症対策を

しながら開催されています。私が関わるバレーボールの

大会も然り。ということで土日に大会に行く機会が増え、

その分読書や映画の時間が限られますが、そんな中でも

寸暇を惜しんで趣味の時間を確保するようにしています。 
現在、77冊読了、75本鑑賞です。本の傾向としては

フィクションよりも新書関係が増えています。その中で

面白かったのは、『教えないスキル ビジャレアルに学ぶ7つ

の人材育成術』（佐伯夕利子）という人材育成に関する本

です。「頑張らせることはできても、自分で考える力を育

む文化が弱い日本のリーダーたちに送るバイブル」と書

かれています。まさにその通りの本でした。自分のこれ

までの指導法を見直すきっかけとなりました（バレーボ

ールの指導には間に合いませんが、色んなヒントをもら

いました）。それから『デジタル・ファシズム 日本の資産

と主権が消える』（堤未果）これはデジタル社会に一つの警

鐘を鳴らす本。その中にこんな記述がある。「紙の教科書

と違い、液晶画面で読むものは、空間的な手がかりがつ

かみにくいため記憶に残りにくいこと、ネット検索で情

報過多になり、考える前に検索してしまい頭を使わなく

なること、そしてメモを取る能力と字を書く能力、そし

て内容を咀嚼する能力が落ちてしまうことだ。（中略）人

間は記憶力をもとに新しい思考や創造的発想を生み出し

てゆくため、記憶力を優位にする「紙に触れ、手で書く」

という行為を、おろそかにしてはいけないのだという。」

テクノロジーの華やかさとスピードの裏で、失われてい

くものもあることを肝に銘じなければならないと考えさ

せられる一冊でした。 
映画はアカデミー賞関係の作品が自分の上位を占めて

おり、作品賞の『Coda コーダ あいのうた』やスピルバ

ーグ監督がリメイクした『ウェスト・サイド・ストーリ

ー』更には是枝監督の一応韓国映画となる『ベイビー・

ブローカー』は見応えあり。勿論、相変わらずトム・ク

ルーズがカッコイイ『トップガン・マーヴェリック』は

映画としての出来も素晴らしい。イラン・仏合作の『英

雄の証明』には想像力を掻き立てられた。一方、邦画で

は『LOVE LIFE』、期待以上に感動したのは『線は、僕

を描く』（横浜流星と清原果耶の代表作になりそうな予

感）『ヘルドッグス』はかなりの拾い物。邦画もここまで

来たかという感じ（勿論いい意味で韓国映画に追いつい

てほしい）。本も映画も別の国や時間軸そして空間へと連

れていってくれるし、想像力が豊かになる。こんなこと

をしてしまったらどうなるのか、自分が主人公だったら

とか、色々考えるきっかけも与えてくれます。ぜひ皆さ

んもこの冬休みに本でも映画でも味わってください。 


